
保育施設での赤痢感染
東京都福祉保健局は、目黒区内にある認可保育所
の園児ら２１人が細菌性赤痢と診断されたと発表しました。
また、葛飾区内の幼稚園内で12月4日までに11人の園児が細菌性赤痢と診断されたと発表しま

した。感染源について、感染症と食中毒の両面から調査を実施している。葛飾区の幼稚園で提
供された給食から赤痢菌は検出されず、給食を原因とする食中毒の可能性は否定されています。

赤痢（細菌性赤痢）とは？（出所：国立感染症研究所）

細菌性赤痢の主な感染源はヒトであり、患者や保菌者の糞便、それらに汚染された手指、食品、
水、ハエ、器物を介して直接、あるいは間接的に感染します。水系感染は大規模な集団発生

を起こします。感染源がヒトであるので、衛生水準の向上と共にその発生は減少しました。感
染菌量は 10 〜100 個と極めて少なく、家族内での二次感染は 40%もみられる。世界的にみれば
患者の約 80%が 10 歳未満の小児です。

園としての対策

感染経路は経口感染です。菌に汚染された食品等を喫食することや、患者の便や菌のついたも
のに触れた後、手洗いを十分にしなかった場合などに感染を起こす可能性があります。
予防のために、食事前やトイレ後に石鹸と流水による手洗いを行うことが重要です。

また、菌に汚染した可能性のある場所は、アルコールを含む消毒液等を用いて、適切に消毒す
ることが必要です。

園では、便のオムツ交換は、職員は使い捨て手袋を着用し、オムツ交換台を使用しています。
また、下痢便の場合は、使い捨てのオムツ交換専用シートを敷き、1回ずつ取り替えています。

オムツ交換台は定期的に消毒し、便処理後は、石鹸を用いて流水での手洗いをし、手を拭く際
はペーパータオルを使用するなど、日頃から、感染症の広がらない衛生管理を心がけています。

太陽の子保育園 2019年1月号

家族で楽しいお正月休みを過ごされた事と思います。楽しい時間を
過ごした反面、夜更かしなどで生活リズムが乱れたりはしていませか？
この時期は空気が乾燥し風邪をひきやすい時期でもあります。健康管理に
注意し、病気に負けない丈夫な体を作ってこの冬を乗り切りましょう！

12月の感染症
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1月の保健行事

定期的に換気をしましょう
♪

・9日（水）・・・0歳児検診
・15日（火）～18日（金）

・・・身体測定
・22日（火）・・・3歳保健指導
・24日（木）・・・5歳保健指導
・31日（木）・・・4歳保健指導


